説教「恵みと平和」

聖書：フィリピ１章１－２

1 キリスト・イエスの僕であるパウロとテモテから、フィリピにいて、キリスト・イエスに結ばれているすべての聖なる者たち、ならびに監督たちと奉仕者たちへ。
2 わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように。
要旨
【「喜びの手紙」】
　　フィリピの信徒への手紙は、「喜びの手紙」と称されています。時には「愉悦の手紙」などとも書かれることもあります。パウロはこの手紙において、読者、とりわけ、イエス・キリストを信じるものたちと教会が味わえる喜びを取り上げています。むろん、喜ぶと申しまして、ゲラゲラと笑いを誘うような愉快で面白いお話が書かれているのではありません。
じっさい、フィリピの教会は困難を抱えている教会でありました。地上の教会は大なり小なり困難を経験し、苦悩を味わっています。そのような中でも人は喜びうるということをパウロは教えてくれます。私たちはこのフィリピの信徒への手紙全体を通して、この喜びを学び、私たちのものにしたいと願います。

　今日は、１章１－２を学ぶのですが、パウロは当時の手紙の形式を踏んで書き始めます。パウロが記したフィリピの信徒への手紙は紛れもなく手紙でした。手紙は特定の宛名人に宛てて、意図、願い、求め、時には抗議や叱責などを記します。単なる論説や論文の類でもなく、宣伝文書でもありません。特にフィリピの教会とその信徒に宛てて書かれた親しみを伴う特別な文書だと言えます。あくまでそういう書簡なのです。

　彼は、手紙を書くにあたって当時の形式を踏んでいますが、どうしてなのでしょうか。今日、スマフォやメールが一般的になり、用件を知らせる場合でも、いきなり用件から始まり、その他は何もない手紙が書かれています。そっけない、事務的な、だから何の感情も伝わらないような文書のやり取りがなされていますが、何と愛想のない、無味乾燥な交流でしょうか。形式を踏んで書くということは、相手に安心させるものです。心を通わせようという心構えで手紙が書かれます。そのような通じ合うことを目的として、手紙にはまず時候の挨拶とか、近況報告が記されるものです。

【手紙の発信者】
　当時の形式は、まず発信者の名前が記されます。ここでパウロはテモテを並べています。テモテはパウロの同労者で、伝道の協力者でした。おそらく、テモテがこの手紙の口述筆記を任せられた人ではないかと思われています。当時、その書かれる紙の紙質、あるいは筆記するペンなどの性質から、文字を書くのはかなり熟練した人が従事しました。だからこそ、ローマの信徒への手紙やコリントの教会への手紙に比べれば短いとしても、かなり長いこの手紙が書けたのだということができます。

【宛名人】
　次に宛名人が記されます。むろん、フィリピの教会ですがあとで触れます。

【挨拶―恵みと平和を祈願―全体の要点】
　そして、第三に、挨拶が書かれます。多くの場合、（ローマの）神々の加護があるようにという願いが記されます。パウロもまた神への祈願を記しますが、単なる手紙の冒頭に記す常套句で書くのではありません。彼は、ここで、恵みと平和を祈願します。そして、３節以下本文に入って行きます。彼はこの手紙で主にある喜びを語ろうとするのですが、このあいさつ文はその序文と考えて良いと思います。すると、この序文は、後に記される全体の要点、あるいは指し示す言葉と言えるでしょう。つまり、恵みと平和こそが、喜びの根源、その発信源と言えるでしょう。

　恵みと平和という言葉はキリスト者が多用します。一日に何度この言葉を使うでしょうか。しかしながら、この恵みと平和は、それでは恵みとは何か、平和とは、と問われると、あるいは自問するとよく分からなくなります。

　聖書の神は恵みの神です。慈しみ深く憐れみに富む神です。ですから、神と恵みは切り離すことができません。どこかで隠れて人間とかかわりを持たない神ではなく、聖書の神は恩恵、恩寵の神です。改革派教会でも一般恩恵、特別恩恵などという用語を使って、神の恵みを詳しく説明しています。しかし、この恵みは実際味わうのでなければ、つまり実感しなければ、把握しにくいと言えると思います。これは平和についても同様です。平和とは争いのない状態以上の状態だと定義したところで、明確に平和が分かるようになるのではありません。平和を経験してこそ分かるものです。
私たちはこのフィリピの信徒への手紙全体を通して、恵みと平和をよく理解し、把握し、実感してこそ、真の喜びとはなにかが分かってくるのです。
【恵みと平和は神から来る賜物】
おせん。人間が工夫して手に入るような性質のものではありません。恵みと平和はあくまで神のもの、神から来ます。したがって、喜びもまた神から来るのです。私たちは真剣に真実に、恵みと平和を願い求めるようにさせられ、そのときに喜びに満ちた生活、教会の歩みが可能となります。

【フィリピの教会】
１－２節はこのように、挨拶の形式を取った短い文章で、３節から本論が始まります。その前に宛先となっているフィリピの教会について学びたいと思います。フィリピという町は、紀元前４世紀に、マケドニアのフィリッポスという王によって建設されました。このフィリッポスはペルシヤを征服し、ギリシヤからインドまで征服地を拡大した、有名なアレクサンドル大王の父です。近くには金銀の鉱山があり、また交通の要衝に位置していて、繁栄した都市となります。
その後、紀元前４１年、あのカエサル（カエサル）を暗殺したブルータスと、ローマの最初の皇帝になったオクタブアヌスがこの町の近くで戦い、オクタビアヌスが勝利し、その勝利に貢献したこの町は特権を与えられます。ローマの植民都市の資格を得、ギリシヤにありながら、ローマの制度や習慣を保持し、パウロが来たときも、この地方の第一の都市として栄えていました。
【ヨーロッパ伝道の始め】
　パウロは、第二回伝道旅行のとき、現在トルコのある小アジアの西北端のトロアスまで導かれ、そこで、幻で対岸のマケドニアに渡ります。彼はまずフィリピに入って行きます。これがヨーロッパ伝道の始めとなります。

　パウロは、フィリピでは、まず、川辺にある「祈りの場所」に行きます（使徒言行録１６章）。ユダヤ人は一般に居住地では会堂を建て、そこで安息日の礼拝を守りました。ところがフィリピでは会堂がなかったのです。パウロは伝道にあたってユダヤ人の会堂を用いました。そこに入ってユダヤ人に聖書を語りました。ところがフィリピではその方法が通じません。ユダヤ人が少数であったためにフィリピでは会堂に入って伝道するということができなかったのです。幸い、ティアティラ市出身の紫布商人リディアと会い、彼女が最初の信者となります（使徒６：１１－１５）。
そのあと、パウロはトラブルに巻き込まれます。占いの霊につかれた女奴隷の悪霊を追い出したのですが、彼女を使って金儲けをしていた人たちがパウロたちを牢獄に投げ込みます。その夜に地震が起き、逃亡したと思った獄吏は自殺しようとしたのですが、パウロに止められます。その後、この獄吏とその家族が洗礼を受けます。これらから明らかになることは、フィリピ教会は異邦人の改宗者が最初の構成員であったということです。異邦人は聖書を詳しく知りません。そのような人たちがこの教会の最初期の信者でした。おそらく人数も少なかったと思われます。この教会は、４：１5節では、その最初から、パウロの伝道を助けています。この手紙はおそらくエパフロディトが届けるように託されたものと考えられますが、彼はフィリピ教会の献金をパウロのところへ持参したのでした。ところが、病気になってしまったようです（２：２５－３０）。このように使者を派遣し、パウロを援助しました。小さい教会でありながらパウロを助けた。このような親しい関係、信頼関係にあり、パウロもこの教会に好意を寄せていたと思われます。その証拠がこの手紙のあちこちから伺えます。
【キリスト・イエスの僕であるパウロとテモテから】
1・1では彼は自分のことを「使徒」と言っていません。他の手紙では自ら使徒パウロを言いますが、それは使徒としての権威を主張するためです。ところがフィリピ教会にはわざわざそんなことをいう必要がありませんでした。それほどまでパウロはこの教会を親しく思っていたのです。このような個人的な関係でもパウロはフィリピの教会に好感を感じていたと思いますが、それは、彼が援助されたからだけではありません。この教会をパウロは「聖なる者たち」と言います（1節）。
【聖なるものたちへ】
聖なるものたちとはいわゆる聖人のことではありません。キリストに結ばれているゆえに聖なる者とされています。実はこの言葉は単に「キリストにあって」という文章で、「キリストの内にあって」と記しても良いところです。だから、聖書の翻訳者は「キリストとの固い結合で」としたのでしょう。とうぜんのことながら、これはキリストによって罪許され、そのとがを取り除かれたものという意味です。それで聖なる者なのです。このように言うことができたのは、それはフィリピ教会にあった信仰の現われとも言えるのです。この教会は完全無欠というわけではありません。問題がありました。３：1には「犬ども」と言われているような人々が教会に中に侵入してきていました。教会はいつも試練の中にあります。それは個人も同じです。そのような未完成で不十分な状態の教会でもそこにパウロは聖なる者たちの共同体を見ていたのです。聖なるものでなければ神に喜ばれることがありません。

　そして、この教会には、監督と奉仕者がいました。教会はまだまだ小さく未熟でありましたのに、すでに教会役員がいたことを意味しています。ただの烏合の衆ではなく、この教会は自立して行こうとする教会でした。パウロは使徒言行録２０：６にありますように再度フィリピを訪問していますが、短い期間であり、彼自身直接この教会を指導できたのではありませんが、パウロから教えられたことを咀嚼し、それを生かし、健全な教会を立てようとしていたのです。いろいろの理由を挙げて現状にとどまろうとするようなことはしませんでした。フィリピの信徒への手紙を学ぶ中で、私たちはいっそう教会のありようを追い求めたいと思います。（おわり）
